別紙3－1

平成11年～15年度のプロジェクト運営状況
岩手医科大学医学部先端医療研究センターは，病態解明部門（生理部門），治療法検討部門（病理部門），神経再生・変性研究部門（画像解析部門）の３部門から構成されているが，部門あるいは講座間の交流を図るため，毎月定例で実験実務者が集合して各部門の到達度の報告をおこない，情報交換に努めてきた。これは各部門のインセンティブを高めるとともに，新たな共同研究の芽を育む場ともなった。

· 病態解明部門（生理部門）：神経組織の細胞内シグナル伝達機構の研究
· 治療法検討部門（病理部門）：脳血管障害後の組織修復に関するサイトカイン，増殖因子の関与，グリア細胞白質内移植による修復的治療の研究
· 神経再生・変性研究部門（画像解析部門）：超高磁場MRI・PET等を用いた神経系の加齢，変性，再生に関する研究
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今後の展望・予定
生体内イメージング装置（超高磁場MRIとPET）を中心に据えて，脳血管障害とその修復機構を明らかにする。

· 病態解明部門（生理部門）→脳循環制御機構解明部門
脳循環制御機構の特異性と，血管発生機構を分子生物学的に研究する

· 神経再生・変性研究部門（画像解析部門）→画像診断評価部門

超高磁場MRIとPETを利用して，脳血管障害の発症前診断と治療評価をおこなう

· 治療法検討部門（病理部門）→病態生理解明部門
神経損傷時の変化を，分子形態学的および機能的に調べる
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運営総括


研究内容に合わせて，講座横断的な組織改編を随時おこなった。そのため，複数のプロジェクトに名を連ねるスタッフも出てきた（各部門研究概要参照）。


研究費（消耗品費等）は，講座均等割からプロジェクト主体の配分方式へ変えた。その際，研究進捗状況をチェックしつつ，到達度にあわせて研究費配分をおこなった。


あらたな共同研究も生まれたが，まだ大きな潮流を生み出すには至っていない。





実験動物（含，老化時あるいは発生初期）を使って，脳組織内の循環制御機構を明らかにする研究をすすめつつ，実際の臨床患者においてどのような血流動態変化が生じているか，検証する。その結果を踏まえて，神経組織の損傷時に細胞内で起きている変化を，分子生物学的に明らかにする。また，得られた結果はフィードバックされ，あらたな研究テーマを醸成する糧とする。


生理機能解析（実験）→臨床データとの突き合わせ（臨床）→病態生理の解明（実験）という流れで本センターを運営し，脳組織内血流動態の研究を推進していく。各部門のスタッフは，従来の生理系・病理系・臨床外科系・臨床内科系という枠組みを乗り越えて構成される。あわせてポスドク制度を導入し各部門に配置する。















